２０１０年（平成２２年）６月１０日
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電話0264-22-4287  ＦＡＸ 0264-24-3602
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東海地方へ　木曽学研修報告
　5月23日から24日にかけて、平成22年度の木曽学研究所の視察研修を行ないました。

今回は、木曽地方とつながりの深い東海地方へ、特に「愛知用水」をテーマに用水路を巡ってみました。「水」がテーマということで終日雨に降られて生憎の天候でしたが、内容の濃い研修ができたと思います。

それでは、研修の様子をご紹介します。

[image: image1.png]s A BT



最初に、岐阜県八百津町にある愛知用水兼山取水口を訪ねました。木曽町の牧尾ダムから木曽川を１２０ｋｍ下ったところにあります。ここからトンネルと水路で知多半島方面にさらに１１２ｋｍを流れていきます。
ここは木曽川の河口から７８ｋｍの地点。ここまで来ると川幅もかなり広くなり、水がとうとうと流れています。この日は、こちら上流管理所の蒲田所長より説明を受け、実際に取水口を見学しました。

説明によると、建設後の昭和３８年の年間総使用水量は１．４億㎥、その６５％が農業用水として利用されていたそうですが、平成１９年には総取水量が４．７億㎥に増加し、農業用水として利用量はそれほど変わらないものの、工業用水としての利用が５５%と激増しています。東海地方の生活を守るとともに、まさに日本経済を支えた水といえるでしょう。ちなみにこの取水口は３門あり、名古屋ドームアリーナのおそよ４分の１の量、毎秒最大３０ｔの水を取水できます。
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こちらは愛知県東郷町にある中流管理所の愛知池です。
取水口からトンネルの中を送られてきた用水は、ここで一度貯水され、水量を調整しながらさらに下流の知多半島へ流れていきます。
　総延長１９８ｋｍの壮大な企画。当時の工事の大きさを知ることができました。木曽川の水は今日も東海地方を潤しています。
愛知用水は来年で50周年を迎えます。来年は、記念行事が予定されているそうです。
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愛知県東海市　細井平洲記念館
今回のもうひとつの目的は、愛知県東海市の細井平洲記念館を訪ねることでした。

米沢藩主上杉鷹山の師として有名な細井平洲は、尾張藩の家老として政務を担う木曽代官山村蘇門とともに教育の担い手として藩の双翼を担う人材でした。また山村との親交も厚く、平洲が木曽を訪れた際は、山海の美味とともに船のような大きな盃で歓待を受けたと記録が残っているそうです。（このへんは今も変わらない）そのような縁から、東海市とは姉妹提携都市並みのお付き合いが続いています。今回は立松彰館長より講義をいただき、蘇門や石作駒石の功績を学びました。
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木曽学『　知多の旅　』

会長　井口利夫
木曽から流れ出す木曽川の水が愛知用水として濃尾平野、知多半島を潤して「日間賀島」に至っていることは十分に承知していましたが、実際の水の取入れ口・水路・貯水池などを見ることはありませんでした。今回、こうした雄大で巧みに高低差や水流を計算し尽くした施設を見ることができたのは大変な収穫でした。溢れんばかりの大河になっている下流の木曽川をみると、愛知用水が洪水の防止にも一役かっているという実感も得ました。

[image: image17.jpg]


　かつて王滝村の双子持に大きな飯場が幾つも出来、アメリカからの借款で導入した超大型土木機械が動き廻り、１つの小山が消えたり、多くの村民が立ち退きを余儀なくされたことを思い出しました。工事が終わりに近づくと工事の人や商いが去るので、町が不景気になるという騒ぎがありました。農業用水として企画された用水も時代の流れで近年は工業用水としての利用が多くなっていることも、兼山の取入口で頂いた説明や資料で具体的に分かりました。３９人の職員で用水管理をしているという優れた企画にも感心しました。あらためて現場を自分の目で見ることの大切なことを教えられた旅でもありました。
　日間賀島では町長さん、議長さんとも合流し、新鮮な魚介類の溢れた食卓で木曽節も出た楽しいひと時を送ることが出来ました。私にとっては東海市の細井平洲記念館へ４回目となる訪問は、心はずむものでした。
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細井平洲先生旧里の碑を訪ねて、木曽の名君山村蘇門公直筆の題字をじっくりと改めて見せていただきました。立松彰館長さんの心温まるもてなしを受けたり、今秋関所まつりに福島へ来るという職員も紹介していただきました。中でも前から私が望んでいた石作駒石を詠んだ細井平洲先生直筆の軸をわざわざ収蔵庫から出してきて見せていただきました。その上、わざわざこの詩をプリントして配ってくださるという配慮もしていただいて感動しました。複写、解説がプリントされていました。

[image: image19.png]Ex AR e R

L3

?
{
ki
#
sl
i
7
i
F

“‘5‘\\5‘% % wagk\ N BT



　平洲先生の友人を敬愛する心、友人の弟子の素晴らしさを称える気持ち、人を見る目の鋭さ等々教わることの多い詩です。そして平洲先生に大いに認められた木曽福島「翠山楼」の主、石作駒石を誇りに思った旅でもありました。皆さんと共に風雨を吹き飛ばす充実の旅でした。


杉原千畝記念館　（八百津町）

木曽学の会員の皆さんは、第二次世界大戦中に国の命令に反しても人道的な立場からビザを発給し、６０００人ものユダヤ人の命を助けた外交官杉原千畝をご存じの方も多いと思います。岐阜県八百津町はその杉原の故郷であり、人道の丘に記念館がひっそりと立っています。今回の研修では、短い時間でしたが、その記念館を訪ねてみました。


記念館外観　　　杉原千畝と「決断の部屋」（内部撮影禁止のため記念館ホームページから借用しました）
記念館内には、当時の写真や映像が紹介されており、その功績を学ぶことができます。

皆さんも機会があればぜひ一度訪ねてみてください。

思い出に残る『船の旅』
　今回の研修の最終目的地は三河湾の日間賀島です。海を渡って届けられる水を飲むのが目的です。

ところが視察した二日間が記録的な豪雨になったことで、師崎港から日間賀島までのわずかな時間が、実にスリル満点な船旅となってしまいました。これも研修のひとつの思い出でしょうか。
　また当日は、静岡県での業務を終えた田中勝已町長と手塚喜市
議長が途中から合流してくださいました。会員が議長と懇談できる良い機会となりました。ありがとうございました。

右下の写真は、愛知県大府市でJAが経営する『元気の郷』です。こちらにはJA木曽のコーナーがあり、木曽和牛が並んでいました。季節には日義産のトマトも出荷されるそうです。










　　　　　　　　　　平洲先生直筆　七言絶句





信濃之山一片石


我友喬卿曽捜索


捧得今年掌上看


朗々射眸盈握璧





ジェットコースターのような船中





会議室で説明を受けたあと、取水口を見学。手前の機会は集塵機　　　八百津町付近の木曽川





蘇門の功績のひとつ旧里碑を見学　　石作駒石を呼んだ漢文を紹介していただく





元担当者に総出で出迎えられる　　　木曽とはとても親交が深い　　　　立松館長と講義の様子





４月５月の不順な天候が災いしたせいでしょうか、体調をこわす会員が相次ぎキャンセルとなり、今回の視察は８名という少人数での開催となりました。会長の感想にもありましたとおり、文字通りの「水三昧」の旅でした。参加された皆さん、お疲れ様でした。また参加できなかった皆さん、くれぐれもお体をお大事に。さて今後は小水力発電施設の見学など日帰り研修も考えてみたいと思っています。


その前に義仲サミットが控えています。義仲を賛える会は７月４日（日）木曽文化ホールです。チラシを同封しました。


（事務局・木村）





JA元気の郷








懇親会の様子
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